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I主要変更点

(1)卩" 4胃車の㈠2界！)切換機構が廃止された。（皿で車，瓦〇冗車共）

⑵以で車のギヤシフトレバーとコントロールケーブルの結合を，ナット締付からスナップピン方式に変更した。

(3)車のインヒビタスイッチを，セレクタレバー根本取付からトランスミッション上部取付に変更した。

これに伴い，トランスミッション型式記号を変更した。

⑷丑〇\^車のアクセル開度スイッチ作動点のストローク量を変更た。

⑸瓦〇冗車のストール回転数を変更した。

(6) 瓦〇冗車の車速センサを，コンビネーションメータ内取付からトランスミッションケース左側取付に変更し 

た0

(7) ム53付車用のフロント，リヤアクスルシャフト，およびフロントのハブ，ハウジングを新設した。

(8) 全車のリヤアクスルシャフトのねじ径を，N20—]\124に変更。これに伴い，締付トルクを変更した。



3 マニアルトランスミッション

圓構造‘作動

(1)^ 4，0車の4^叮)㈠2评〇切換機構の廃止

継続検査，点検整備，および故障時における被けん引きなどに使用するド" 4界0車の4\^1)〇2界1)切換機構 

が廃止された。これに伴い，4界〇㈠2界〇切換機構部品であるトランスファシフタロッド，トランスファシフ 

タフオーク，スリーブ，ハブ，ブッシュなどの廃止，およびトランスファシャフト，ドリブンギヤ，クラッチ 

，ハウジングの形状を一部変更した。

ぐ変更後ン
4西〇㈠2西0切換え 

嚙合クラッチ

ぐ変更前ン

1^

31
手動切換え
シフタロッド

ざ)幻匚

(2)ギヤシフトシステムのシフトレバーとシフトコントロールケーブルとの結合をナツト締付からスナップピン

に変更した

ぐ変更後ン

シフトレバ

スナップビン結合

コントロールケーフル
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3 — 3 巳0 V 丁

國構造，作動，整備要領

⑴^4呢〇車の4胃！)㈠2界〇切換機構の廃止

前項のマニアルミッションと同様，ぞ！ 4-0車の4双!)评1)切換機構を廃止した。

(2)インヒビタスイツチ，車速センサーを，トランスミッション側取付けに変更した。これに伴い，トランスミ 

ツシヨン型式記号を変更した。

く変更後ン

車 種 トランスミッション型式
腿車 2涵用 觀01獅八〇

80車 2觀用 13401腿5灰0

附獲!)用 灯401？脱0

く変更前ン

車 種 トランスミツシヨン型式

腿車 2聊用 龍01撤2仙

沈車 2漏坪I 401應4仙

附樣〇用 冗40肺棚

(3)車上でのアクセル開度スイッチの点検.調整

アクセル開度スイッチ作動点（〇队〇ぞぞ）のストローク量を変更した。 

-次の様な故障の症状がある場合，その原因について点検する。

人アンダーライン部が変更点バ 

また，（）内は変更前の値-

アクセル開度スイツチ
故!％モード クラッチが結合する時にショックがある。 低速域で再加速時にクラッチが滑りぎみになる。
原 大 作動点が16111111(—14.6311211)以下 作動点が20:01111(—18.0111111)以下

(尚，アクセルスイツチは変更なし〇)

-正常時のアクセル開度スイツチが〇が—〇ド，になるペダルストローク量は18 土 2ね加1(—16,6 土 2110111)である。

(4) 内部のベルト‘プーリ，および電磁クラッチ等の作用や，エンジン出力の良否を診断するストール回

転数を.変更した。

ぐ変更後〉

ストール回転数（で|通） 1800〜2400

(5)車速センサを，コンビネーシヨンメータ内から 

トランスミツシヨンケース左側取付（アクスルシ 

ヤフトの上部)に変更した。

く変更前〉

ストール回転数（印遺） 2300〜29⑽

(6)インヒビタスイッチのトランスミッシヨン側取付（詳細，別記）に伴い，オイルクーラーアウトレットバイ 

ブの一部形状を変更した0 (2質！)，4贾〇共）
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巳0 VI 車上点検

検
—インヒビタスイッチ 

く変更内容〉
インヒビタスイツチを，セレクタレバー根本取付からトランスミッション上部取付（エアクリーナ下部〉に変 

更した。

く変更後ン

トランスミッシ3

インヒビタスイッチ

ぐ脱着-点検，調整〉
(取外し)
①エアクリーナケースの取舛し。

，エアインテークダクトのクランプをゆるめる 

-ホース類をエアクリーナケースから取外す 
-エアクリーナケース取付ボルト，およびナツ 

卜を取外し，エアクリーナケースを取外す

0

〇

インヒビタスイツチのコネクタを外す 〇
③インヒビタスイッチ取付ボルト（2本）を外

し，インヒビタスイツチを取外す 〇

く変更前ン

セレクタレバ

〇

〇」
0

インヒビタスイッチ

0

(点検)
各レンジでの導通点検を行う 

(オスピンを該当端子に揷入し行う。テスタピン 

をむりやり差し込んではいけない〇)
注意

インヒビタスイツチの導通点検ほ，インヒビタ 

スイツチがトランスミツシヨンに取付けられて 

いる状態で行うこと 〇

〇. 0 1り 只 ？
1(3 (

(3
く 5

(3
く 5 V

〇
1

く5
25

(

12

10丨

如

4

！ 2 3 4

5 6 7 8
9 10 I I 12

6
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日0ソ丁——車上点検

——インヒビタスイッチ----------------一一一

(取付け，調整） -
① セレクトレバーをがレンジにする。

② トランスミッシヨン側シフトアームが汉位置 

にあることを確認する。

③ インヒビタスイッチの穴と，シフトアーム先 

端2面巾部を合わせて，インヒビタスイッチを

トランスミッシヨンケースに取付ける。

④ 特殊工具-ストッパピンをインヒビタスイッ 

チの穴からシフトアームの切欠き部に差込み， 

シフトアームががレンジからづれないように注 

意しながら取付ボルト（2本）を締付け，イン 
ヒビタスイツチを固定する。

⑤ボルト締付後，特殊工具-ストッパピンを” 
Iき抜く。

⑧特殊工具-ストッパピンを再度，インヒビタ 

スイッチの穴に差込み，軽く入ることを確認す 

る0
注意

ボルト締付後の特殊工具.ストッパピン引き抜 

き時に，ひっかかり感があった場合，また，再 

度差込み時，重い時や入らない場合は，取付ボ 
ルトをゆるめ，再度調整する。
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巳0ソ丁システムトラブルシューティング

〔7〕丁システムトラブルシューティング鼸電子制御トラブルシューティング準備品

3

エ 具

スノくノレセレクトモニタ

(カートリッジ498349800)

5丁 一 168

ターミナル圧着ペンチ

57—169

クリッフコード

51—170

丑011入出力信号や制御デー 

夕をモニタし，不具合系統の 

診断を行う。

電線の切断 

被覆の皮むき 

端子の压着

各部の配線点検

，V

各部測定用

サーキットテスタ 
(アナログタイプ)

サーキットテスタ 

(デジタルタイプ)

テストリード線 

ワニロクリップ

計 器
51-171

波形点検

オシロスコーフ 

プローブ 
アースリード

51—172
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ら0\；丁システムトラブルシューティング

圓システム全体図

X 
】…㈣

車遽センサ

アクセル3你
〇^〇-踏込時0「ド 

アクセル開度3奴
深度チド丄

甘 二

17°

レンジ3奴
0時〇"
〇骑〇㈤

只時

陶〇㈠
瞒0(^

エアコン信号
エアコンリレー

作動時0”
フレーキ3…

作動時0"
%30雜判別

開放：^130 
接地：隊

〇

〇
〇

〇

1： グ〇
ストップ
ランプ

) (十〉
28 8

10

3

22

19

18

21

13 

11

14

⑽了
£00

9

4

27

28

19
24

20

25
15
5
6

12

2 16

7

30

23

N30車
バックアンフ質源

イクニフシ3ン鬵濃
メインリレ—

イクニツシ3ン <4 バルス—~—1：
エI：

コイル ッシ3ン

22

17

18

21

私 I

キャブ車
ベックアツブ霄為 令

イグニツシヨン ぬ％%

ダグ::ンシ3ン

X
I

⑽〇

⑴

電石兹クラッチ

--------------------- ^
ド.—細，.................... ，川.“.80^，，川，

八83作動信号 泠83
£013

クラッチ信号 
(N50のみ）

4

，円モ00 |
アイドル.アップ要求

03ソレノイド

クラッチ溫警報ランプ

IX
セレクトモニタ 81^173

アクセル3你 
アクセル開度3你

81-174
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日0ソ丁システムトラブルシューティング

国システム構成表

87—175
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已0VIシステムトラブルシューティング

國入出力電圧値

系 統 測定端子 電圧および条件

車速センサ ⑧ 車両停車時，端子間電圧〇ソ
㉖ 車速30匕他時，端子間電圧 5ソ以上（入〇レンジ）

車速の増加に伴い，電圧は上昇する

イ7ニッシヨンパルス ㉑ (イグニッシヨンパルス系の点検の項参照？ 2—18)

アクセル5悍 ⑩ アクセル開放時：約〇 V アクセル踏込： 3入丁丁電圧

アクセル開度3墀 ③ ァク七ル門甜拄V 開度8界作動点までアクセ アクセル開放時，約0 Vルを踏んだ時： 3謂電圧

インヒビタ3坪 0 ⑬

〇5 ⑪ 各レンジセレクト時：約〇 V

入 镰

尺 ⑭
その他 ： 3八丁丁電2

①

力 ⑨

ブレーキ5界
籲

⑫ ブレーキ開放時：約〇 V ブレーキ踏込時： 8厶丁丁電圧

八/〇信号 ④ 八/〇コンブレッサ〇ドド：約〇 V 八/〇コンブレッサ〇X : 8八11^電压

^8作動信号
⑮

^8非作動時約12ソ 

^8作動時 〇ソ

電磁クラッチ ㊉
⑲
㉔

レンジ（逆励磁）： 6〜8マ 走行レンジでアクセル開放（ドラッグ）
0,7~2爪

出
丨丨 0 レンジ（逆励磁）： 7〜8ソ 走行レンジでアクセル開放（ドラッグ）

:約〇 V

クラッチ信号 ⑧ 1^.1^レンジ： 8八丁丁電圧 クラッチ通電時：約0.6〜0,7ソ

力
1)5ソレノイド ⑯ 〇5レンジ：約〇 V 〇5レンジ以外： 8八丁丁電圧

クラッチ温 
警報ランプ

⑦ ランプ点灯時：約〇 V ランプ消灯時： 3八丁了電圧

アイドルアップ
⑤

处8非作動時約12乂

要求信号 ^8作動時 0〃
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已0ソ丁システムトラブルシューティング

IフIイルセーフ機能

故障箇所 故障モード 故障時の制御 目的 車両挙動

アクセル5界系 (別表）
エンジン回転1350113111以上の時ア 

クセルモードとする
走行不能防止 (別表）

車速センサ系

走行レンジでクラッチ 

電流が流れているのに 

車速が入力されない

エンジン回転18501^111以上の時ア 
クセル踏込みモードとする

惰行時のエンジ 

ンブレーキ確保

アクセル開放で惰 

行した時エンジン 
回転18 5 未満

になるまでクラッチ 
切れない

クラッチ回路系 ショートまたは断線 正常に戻るまで逆励磁とする 五01；破損防止
クラッチがつなが
らない

インヒビタ3界

複数のレンジ3界が

01^となった

アクセル開放または？レンジ

3界が〇Xかつ車速12—ル未満の 

時はレンジ、それ以外は〇8レ 

ンジと判断する

走行不能防止

トランスミツシ

ヨン保護

セレクトレバーが

走行レンジにあっ

てもドラッグ電流 

が流れない

極低速でギクシャ 

ク感大

アクセルに足をの

せているとN40

にセレクトできな. 

い（ギヤ鳴き）

〇5レンジの状態から

無入力となった

他の3墀が〇1^1するまで〇3レンジ

とする

0レンジの状態から無

入力となった

車速12—/11以上：他の3评が〇X 
するまで0とする 

車速121011ル未満：他の3评が 
するまでド，：^する

IIレンジの状態から無

入力となった

他の3巩が01^するまで？レン

ジとする

レンジの状態から

無入力となった

他の3巩が〇するまで卩.レン 

ジを保持する
ギヤ鳴き防止 逆励磁：走彳了不可

ブレーキ3评系
ブレーキ3评が一度も 

変化しない
ブレーキ01^と判断する エンスト防止 特に変化なし

く別表〉アクセル5评，アクセル開度5育の故障モードと検出の可否

アクセル(浅い方）

正常 〇问のまま（開放） 01^のまま（踏込）

アクセル開度

3巩(深い方）

正常 正 常
说山和(エンジン回転13501'口!！') 
検①11以上で走行モード)

検出不可 
(クリーブ）

01^のまま 
(開度小）

検出不可（走打可） 検出不可（走彳丁不可）
検出不可 

(クリーブ).

〇ド^のまま 
(開度大）

丛山7〔エンジン回転13501〕 
検出1 1以上で走行モード]

始^屮万1"〔ヱンジン回転13501^111) 
細』1以上で走行モード 」

検出不可 
(クリーブ）

く注意〉秦0Nのまま...............ハーネスショート等も含む，検出不可の場合……トラブルコードは残らない

- 〇ド尸のまま............ハーネス断線等も含む
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巳0VIシステムトラブルシューティング

國トラブルシューティングのステップ
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基本点検

⑴基本点検
基本点検はトラブルシューテイングにおいて不具合発見を早めるので、必ず実施すること

万?、らの順/チ 1 1,1 1,1 —丨—1 -1 -------------- — 叩国- ( --------------------- -----一画 ，旧国国, 国

点検
順序 点検部位 チェックポイント

1 トランスミッション外観、オイルレべル 油もれ、にじみ、五〇ゾ丁フルードの適否

2
セレクトケーブル、シフトリンケージ、インヒ

ビタ3评
各々の位置関係

3 トランスミッションコントロールケーブル 調整の適否、ケーブルあそび量

4 バッテリ、電源、およびアース系
ノべッアリ比重、ノベ' ッアリ端子ゆるみ、アースボルトゆるみ、 

ヒューズ.ヒュージブルリンク切れ

5 アクセル3诃、アクセル開度3巩 動作順序

6 コネクタ類、ブラシ〜スリップリング部
コネクタがきちんと結合されているか。ブラシが折れたり、 

汚れたりしていないか。

7 エンジン 規定回転数、規定点火時期か（アイドリング時）

8 スI—ル回転数 ストールできるか

9 ライン圧 規定圧力にあるか

10 五〇じへの入出力（セレクトモニタにて） 入力，出力されているか

——トランスミッション外観、オイルレベル------------------

オイルパンガスケットテストプラグ，エアブリーザホ 

ース，エンジンとの合わせ面等からのオイルのにじみを 

点検する。
とくに，エンジンとの合わせ面付近にオイル漏れのにじ 

みの形跡がある時は，ブラシ〜スリップリング部にオイ 

ルが付着している可能性があるので，ブラシの点検を必

ず行う。
5丁 一 177

------ セレフトケーノノレー-.------- ---------------------------------- -------------------------------------- - -圓一

セレクトケーブルの位置が正しく調整されているか確認

する。

(1)トフンスミッション側アームをニュートフル位置に

する。

(ピンをアームの切欠きとケースの穴に立てる）

⑵車体側セレクトカバーをX位置に合わせる。

⑶取付ボルトをゆるめ，再び締付ける。画.5土().4^1
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基本点検

インヒビタ5育

圔点検

(1)インヒビタ3\マのコネクタを外す 

⑵各レンジでの導通点検（オスピンを該当端子に#入 

し行う。テスタピンをむりやり差し込んではいけない）

(1) 車体側セレクトレバ'一をXレンジにする

(2) インヒビタ3界取付ボルトをゆるめる（2か所）

⑶ ランスミッション側アームをニュートラル位置に

する

(4)インヒビタ3界のが位置決めをする（叆4のピンを卜

ランスミッションアーム，とインヒビター5\ダのアー 

ムそしてインヒビタ ー3,の本体の穴に差し込む）

⑸インヒビター3/诼取付ボルトを仮締めし珍4ピン 

を抜く

⑹規定トルク, 0,5±0,051^卜!XIで締付ける。
⑺ボルト締付後が4ピンがインヒビタ ー3八マ本体の 

穴までトランスミッションアームの”位置がずれるこ 

となく軽く挿入できることを確認する。

0 り 只
( 0

3
) 6

3
(5 0) () V

〇
5

)
(

(

7
12

10

2

4

6

み—

！ 2 3 4

5 6 7 8

9 10 1 I 12

ネンヒビタ8抑

--------- トランスミッションコントロールケーフル----------

(1) アクセルペダル全開の時，スロットルボデー（また 
はキャブ）が全開になっていること。この時，ァク 

セル全閉時にアクセルケーブルに余裕のあることを 
確認する。

(2) スロットルボデー（またはキャブ）のスロットルバ
ルブを全開にしてコントロールケーフルを引張り， 

遊びが基準値内にあること。

基準値I 0.5〜2.5關

⑶基準値内にない場合は，コントロールケーブルの口 

ックナットをゆるめ，長さを調整する。

81—180
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基本点検

バッテリ，電源，アース系

(1)バッテリの比重，電圧測定 くヒューズボックス〉

基準値
バッテリ電压

比重 1.2⑽以上

(2) ヒューズ，ヒュージブルリンクのチェック

(3) アースボルトのゆるみチェック

くメインヒューズボックスートラック〉 くメインヒューズボックスートライバン》

メイン匕ユーズ

くアースボルト〉

3了一顧

一ーアクセル3寶，アクセル闋度5鞸一

アクセルペダル上での両の作動点を確認 

鼸点検

各スイツチは図のようにペダルを離した状態から，それ 
ぞれの作動点で〇尺から〇孖ドになる。
-アクセル3观……4 土 2職ストローク時 

-アクセル開度3界……18± 2職スト〇— ク時
臞調整
カムを固転させて調整

ス1ツナ

カム

アクセルスイッ

アクセル開度スイッ

アクセル3奴

アクセル 
開度3奴

灯一182
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基本点検

--------- コネクタ，ブラシ〜スリップリング部-----------------

⑴瓦〇;とブラシホルダのコネクタが確実に結合されて 

いるか確認

⑵ブラシ〜スリップリング部点検

ブラシを取外し，油や水で汚れていないか目視点検。ェ

ンジンオイル，丑〇又丁フルード，グリース等で汚れている --------------------------

場合はエンジン，トランスミッションを降し，油もれの ------------

原因を処置。 ---------

また，ブラシが偏摩耗（片ベり）している時は，押しつ
け力不足で接触不良を起こすおそれがあり，新品と交 ーレ片ベ-り.

換〇

-------エンジン-----------------------------------------------------------------

アイドリング回転数，点火時期を規定値に合わせ，アク 

セル踏込み時のエンジンの調子（ボコツキ，息つき等が 

ないこと）を確認

基準値

17150

アイドリング回転数 800±50广口⑺ 900±50「|3⑴

点火時期(日丁〇〇/「叩） 10±3〇7800 6±3〇7900
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基本点検

ストール回転数

0レンジでストール状態のエンジン回転数を測定することによりトランスミツション内部のベルト.フ。ーリ等の作 

用，電磁クラッチ等の作用，エンジン出力の良否を診断

テスト前の準備

エンジンオイル，冷却水，お〇ゾ丁フルードを点検，充分暖 

機後実施

国テスト手順

① ユンジン回転計を運転席から見える位置に設置

② 前後輪に確実に輪止めをし，さらにハンドブレーキ 

を引く

⑧セレクトレバーを0レンジにセット

④ 左足でフットブレーキを強く踏みながら，アクセル 

ペダルをゆっくり全開まで踏み込む

⑤ ユンジンが一定回転で安定したら，その回転数（ス

トール回転数）をすばやく （5秒以内）読み取り， 

フクセルを戻す。

⑧七レクトレバーをレンジに入れ，アイドリングで休 

み，1分以上冷却 

⑦ストール回転数を記録

基準値
1^130 1800〜2400卩171

1800〜2400「口 171

く注記〉

ストールの時は発進モードであり，下図のような 

電流特性となる。特性は21001^111に相当する部分 

から急勾配になっており，クラッチが正常ならば 

ストール回転が240011)立!をオーバーすることはな

い〇

電流（トルク）

57—184

ライン圧

6(:マ丁油圧メカニズムすべての圧力源である。ライン圧が不良になるとクランプ（締付け）力不足によりベルトスリ 

ップしたり，走行性に悪影響を与える

① サイドケースについている压力取出しプラグ取外し

② 圧力取出し口に3トアダプタを取付け，オイルプレ 

ッシャゲージと結合

498575400オイルプレッシャゲージ 

498895400 プレッシャゲージアダプタ

③ オイルプレッシャゲージを適当な位置に設置

④ 0レンジ.アイドリング状態で計測

基準値
1^50 : 221^/咖以上 
⑸八： 211^/咖以上

注意

充分暖機後，ライン圧測定をする。
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基本点検

-—日。1！への入出力-------------------------------------------------------

入カチエックはセレクトモニタを用いるのが確実な方法 

である。セレクトモニタは丑011内部のデータをモニタ 

できるため，丑〇玎の入力識別状況，出力の制御状態を 

点検することができる。

(カセット： 498349800)

異常なところがあれば，「トラブルコードに基づく点検」 

を参考に該当部位を点検する。

画スイッチ入力

，セレクトモニタのスクロールキーを押すか「尸八〇丑1^」 

を入力し，' 右の画面にする

-レンジ8评を!08まで順次セレクトし，該当する1^0 

がそのレンジで点灯することを確認 

-アグセルに足をのせると1^〇,9の1^10が消え，さらに大 

きく踏み込むと1^〇,8の1^0が消えることを確認 

-ブレーキを踏むとN0.6の1^0が点灯することを確認 

泰エアコンプレッサが〇忖になると，尺〇,7の1^1)が消灯 

することを確認

，セレクトモニタのスクロールキーを押すか冗财」

を入力し，右の画面にする

-八83作動時に0.1のし瓦〇が点灯することを確認 

(处8無車でも表示されるので注意すること）

(|1^1…通常消灯，操作時点灯、
V『 …通常点灯，操作時消灯ノ

臞出力

-セレクトモニタのスクールキーを押すか「ドム2丑!^」 

を入力し，右の画面にする

，〇8レンジにセレクトするとN0.2の1^0が点灯するこ

とを確認する

，エンジンがかかつた状態でアクセル開放で!)レンジに 

セレクトすると，約0.6秒後に：^〇ユの1^0が点灯する 

ことを確認する。車のみ）

-仙8作動時にN0.3の1^0が点灯することを確認する。 

(处8無車でも表示されるので注意すること）

只 0 〇5 一—

8只 八〇 八3 —

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

レンジ3…屮又は⑷

闩 レンジ3西（0)

0 レンジ3…（0)

〇5 レンジ3西（〇3)

80 ブレーキ3…

エアコン信号

八〇 アクセル開度3西

八3 アクセル3\^

八8

八8 八83作動信号

〇し 50 旧----- -----------

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

〇し クラッチ信号（N30のみ）出力

30 ソレノイド出力

旧 アイドル.アップ要求出力

3-17



基本点検

巳〇リへの入出力

車速入力

泰セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド03 £N7.)

を入力し，右の画面にする。

，リフトアップにて走行し，メータ指示とモニタ表示車 

速がほぼ一致していれば良レ

^ (「ほぼ」は約10%程度）

，発進できない場合は点検しなくて良い。

(車速入力のせいで発進できなくなることはない）

エンジン回転入力

セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド04迟^^丁」 

を入力し，右の画面にする。

？レンジ2000卬爪時のモニタ表示を確認する。大きく外 

れていなければよい。

エンジン回転が一定であるのに表示内容が変動する場 

合は，エンジンタイミングベルトのゆるみ，また]\130 

車では56丨用忆011の制御アース断線（このときはタコメ 

一夕の針が不連続的に振れる）などが原因として考え 

られる0 

クラッチ電流

クラッチ電流については，指示電流（10010と実電流 

(10し丁0只）の両方をモニタすることができる。

1001^705

10乙丁(:只 一^ド07

次表に従い1001しと1(：1^0幵を確認する

条件 100丨し丨〇し丁〇㈠
0レンジアイドリ 

ング，アクセル開放
0.2〜0.3八

问レンジ

一〇扁

(但し丨〇じ!"01は逆励磁 

であっても0と表示）

リフトアップして0レ

ンジ401(⑺/卜で走行

1^130 2,3八

㈤八 2,2八

指示電流は〇じ，実電流がN0のときはクラッチ回路の 

何らかの異常である。

ソ5？ (「03)

〇〇レ！!!/卜

EF?EV (ド04)

0000「〇⑴

主意

約80001^111以上は表75できなレ

指示電流

1001し

〇屬

㈣）

実電流

10し丁〇㈠

0,0八

(「07)

スクロールキー 

で切りかえ

注意

過渡的に指:^電流と実電流が 一^致しないことがある

通常は指示電流に対して実電流は土10%の範囲内に 

入る0
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基本点検

-------£0りへの入出力-------------------------------------------------

國変速比

-変速比はエンジン回転と車速により算出しているので， 

クラッチが切れている領域では強制的に2.5を表示す 

る。（変速異常でも変速比2.5と表示されるので注意）

，確認は実走行にて行い，アクセル全閉でコースティン 

ダの状態からキックダウンし，表示が変^:することを 

確認する。

只八丁|0 (「06)

0.00

ロー時2.50 
00時 0.50
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故障履歴及びクラッチ保護制御作動履歴の読み出し

(2)故障履歴及びクラッチ保護制御作動履歴の読み出し
丑0\^コントロールシステムに何らかの故障が発生し，丑01；でその内容を検出できた場合は，故障内容に対応した 
トラブルコードがバックアップメモリに保存されている。また，クラッチ保護制御が作動した場合にも，その制御 

作動内容に対応したサービスコードが同様にバックアッブメモリに保存されている。

トラブルコード及びサービスコードの読み出しは，①電磁クラッチ温度警報ランプによる方法セレクトモニタによ 

る方法がある0

電磁クラッチ温度警報ランプによる方法

次の操作をすれば

ービスコードが表示される。 

①〇3レンジで10 8界

ランプに故障履歴及びサ

② 08—0—08—11—？の順にゆつくりセレクト

③ エンジン始動

-トラブルコードの出てくるタイミング

165^
〇问

0「ド

ランプ
点灯-

消灯 1
05で165西 エンジン始動

車種判別コード 
3回

(1^30:02キャブ:01)

〇ねード 
またはトラ 
ブルコード

5丁 一 185

，コードの読み方 

①車種判別コード

隱車 短く 2回

キャブ車 短く I回

②〇ドコード

等間隔 
(0.5秒毎)

③トラブルコード-サービスコード（例： 31)

長い長い長い短かし

次のトラブルコード 
またはサービスコード

5 丁一 186

セレクトモニタによるトラブルコードの読み出し方法

① セレクトモニタ接続

② 電源を入れ，丑(:VI1を選択

(カセット： 498349800)

1円

¥£5 : 0 〇丁册闩；

0を4入力

¥£3 : 0 〇丁呢円；

庫 〇1を入力 
I

N80車

5丁 一 187

(/〇

(パ

1993 ⑻〇)

1\1八

1993 ⑼〇)

IV130
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故障履歴及びクラッチ保護制御作動履歴の読み出し

セレクトモニタによるトラブルコードの読み出し方法 

③スクロールキー（个でド80モードにする0

故障履歴なし 故障履歴 —^ 故障履歴あり

1コードあたり2秒間づつ 
トラブルコードを/]、さい川頁 
にくり返し表不する。

セレクトモニタによるサービスコードの読み出し方法

① セレクトモニタ接続

② 電源を入れ，瓦〇冗を選択，
(カセット： 498349800)

〔娜； (7)

丫日3 : 0 〇丁呢阿；/

0を乂力

(〆）

丫日5 : 0 〇丁删；〆

車
111を1 入力

1
1993 ㈣〇)

噩30車

1993 ⑽〇)

1^50 E^VT

③スクロールキー（个1)で頁：82モードにす石

トラブルコートく略称〉

卬32)

制御作動 
履歴なし 制御作動履歴

制御作動 
履歴あり

N0 000丑

1コードあたり2秒間づつ 
トラブルコードを/】、さい川頁 

にくり返し表不する。
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トフブルコードと故障履歴

(3)トラブルコードと故障履歴

トラブル

コ-ド
内 容 故障と判断する条件 推定故障部位，内容

17
レンジ8が系

複数入力故障

- 2つ以上のレンジ8评が同時に〇贝に

なった

-レンジインジケータランプのヒュー

ズ切れ

‘ハーネスショート

31

アクセル8%系

または

アクセル開度8界系

-アクセル開放（アクセル8冗.〇抝か 

つアクセル開度大（アクセル開度 

8评，0卩卩）の状態が続いた。

身:速約121^/11未満では，この条件を1 

満たしてもエンジン回転が16501^111未 
、満になるまでトラブルコードが出ない]

-アクセル8%,アクセル開度8界単品 

不良

#関連ハーネス断線，ショート 

，アクセル開度3界カムのずれ，調整 

不良

33 車速センサ系

-癸進モード（0レンジ約27ヒ1化未満， 

〇8レンジ約12ヒ/11未満）アクセル踏込 

み，かつ，エンジン回転15001^111以 

上で車速パルスが入力されない状態 

が延べ60秒間続いた。

，メータ八881内車速センサ（リード

3^)

，メータ裏のコネクタ外れ 

-スピードメータケーブル外れ，断線 

-関連ハーネス断線，ショート，

34 クラッチ回路系
，：？レンジ，または1^レンジでクラッチ 

回路の断線，ショートを検出した。

-ブラシ〜スリッブリング分ショート

(異物)

-ブラシ〜スリップリング部油もれ，

水侵入による導通不良 

-ブラシスプリング押付け力低:下によ 

る接触不良 

-ブラシ折れ

-クラッチコイル内部断線，ショート 

參クラッチ回路ハーネス断線，ショート 

-ブラシホルダコネクタ，瓦01；コネク

夕の接触不良，端子抜け

36
アイドルアップ 

要求信号

，アイドルアップ要求中に，エンジン 

回転数が所定回転数を積算して60秒 

間下回った。

，アイドルアップ要求信号系のハーネ

スショート，断線

，丑011，ソレノイドコネクタの揷入不

良，端子接触不良，端子抜け 

-五1^卩1関連の信号系故障

37 〇8ソレノイド系
，ソレノイド出力回路の断線，ショー 

卜を検出した。

#出力回路系のハーネスショート，朗1

線

，丑017，ソレノイドコネクタの揷入不

良，端子接触不良，端子抜け 

，ソレノイドの内部断線，ショート
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トラブルコードと故障履歴

トラブル

コード
内 容. 故障と判断する条件 推定故障部位|内容

45
ブレーキスイツチ

系

-所定の条件下で，一度もブレーキス 

イッチが作動しない

^ブレーキスイッチ系のハーネスシヨ

ート，断線

，瓦011，スイッチコネクタの挿入不良， 

端子接触不良，端子抜け 

，スイッチ本体の作動不良

53 〇〇スティツク検出

車速とエンジン回転数の関係から推定 

して，〇〇スティック状態を検出したと 
き

-シフトコントロー ルバルブの01)ス

ティック

-クラッチトルクの低下 

，クラッチ回路系の故障

く ^

-エンジン始動後もランプが消灯しない時は，イグニッシヨンパルス系の故障（瓦〇冗用五〇玎に

入力されていない）

-電磁クラッチ本体の故障は検出不能

国サービスコードと制御作動履歴

トラブル

コード
内 容 制御の作動条件 点検部位

51
ストール時のクラ

ッチ保護制御作動

-所定条件下で，ストール状態を所定 

時間以上連続して検出した。

，シフトコントロールバルブの0〇ス

テツイク

-所定時間以上ストールを行った 

，坂道等でアクセル操作だけで停車し

た 广

-車速センサー系の故障

52 クラツチ高温時の 

保護制御作動
クラッチ高温時の保護制御が作動した

，シフトコントロールバルブの0〇ス

テイツク

，所定時間以上ストールを行った 

-坂道等でアクセル操作だけで停車し

た.

-過負荷での運転

-ブラシ〜スリップリング部の油漏 

れ，水進入による導通不良 

-ブラシ折れ，限界以上の摩耗による 

導通不良

；-ブラシホルダ，丑017コネクタの揷入 

不良，端子接触不良，端子抜け
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トラブルコードに基づく点検
泰 赛 ^ - 滅 气鲁考 -- 4

(4)トラブルコードに基づく点検
% ，鑄

警 鲁

4，？

トラブルコード17 レンジ3\^系複数入力故障
鲁 翁 叙 ‘ 鲁

卩26

トラブルコード31 アクセルまたはアクセル開度3\^系 卩28

1

トラブルコード33 車速センサ信号系 卩32

トラブルコード34 クラッチコイル回路系 卩36

トラブルコード36 アイドルアップ要求信号系 卩42

零

トラブルコード37 ソレノイド系 I3 46
藝

着

トフブルコード45 ブレーキスイッチ系 ？ 48

トフブルコード53 〇0スティック検出 9 50
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード17

------- 診断内容------------------------------------------------ ——不具合現象------------------------------------
^複数のレンジ3评信号が同時入力された 籲？，レンジとの複数入力故障

走打不可，発進できない

鲁？，レンジ以外との複数入力故障
- 〇3レンジとなりエンジンブレーキ感大

方?、 ^ 手 )犋 —-一"一--------------------------------------------------------- ---------------

回 ？& 12^1一---------------------------------------------------------------------------------------------- 一------------------------------ — ------------------------------------------------------ ---------------------------

インヒビタスイッチ

5丁 一 189
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トフブルコードに基づく点検------- トラブルコード17

日〇リへの入力信号電圧測定
(全レンジについて点検）

〇 インヒビタ3西点検
(全レンジについて点検)

点検レンジ位置 端子信号

1

14

9

0 13

〇5 11

(1) 丑01；の卩48コネクタを結合したまま，テスタ棒の 

㊉側を各指定端子に，㊀側をボデーアース

(2) セレクトレバーを点検レンジ位置にセレクト 

⑶10 8评〇忖で電圧測定

セレクト位置 基準値
該当レンジ 約〇ソ

その他 バッテリ電圧

⑴

ぞ34) 19110117|12

点検レンジ位置 端子信号

1〜2

只 1〜3

1〜5

0 1〜4

〇3 1〜6

インヒビタ3界のコネクタ卩34分離

(2) 8界側コネクタの指定端子にオス端子を揷入し, 

テスタ棒接続

(3)セレクトレバーを点検レンジ位置にセレクトし,

導通点検

セレクト位置 基準値
該当レンジ 導通あり

その他 導通なし
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード31

トラブルコード31アクセル5西信号系
またはアクセル開度5评信号系

——嘗断内容----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ——不具合現象-----------------------------------------------
眷アクセル;5评信号系またはアクセル開度3…信号系 鲁発進しない

の断線またはショート 、クリーブする， ^

籲アクセル3界不良
翁

春
籲アク七ル3墀またはアクセル開度3评の動作点設定

不良’ 〃一ーパ./
4

点検手順
暴9

1 E 0リへの入力信号電圧測定
〇沁

E〇リ交換

N(3

2 日(:り〜アクセル5西またはアクセル 
開度5育間のハーネス点検

N6
ハーネス，コネクタ修理または交換

〇ド

3
アクセル5…，アクセル開度5育作動 
点検

N6 アクセルスイッチまたは 
アクセル開度スイッチ交換

0ド

4
アクセル5西.アクセル開度5西作動 N6 アクセル5西またはアクセル開度5评の作動タイ
タイミング点検 ミング調整

0ド

コネクタ接触不良

回路図

〇) (^48)

3 - 28



トラブルコード基づく点検 トラブルコード31

已〇りへの入力信号電圧測定 2 巳0：リ〜アクセル5评またはアクセル開度 
5西間のハーネス点検

くアクセル5西〉 くアクセル5育〉

(1)丑〇；のコネクタ孖48を結合したまま，テスタ棒の㊉側⑴已011のコネクタド48,アクセル3界のコネクタ卩4分

を端子10，㊀側ボデーアース 

⑵81 0Nでアクセルを踏みながら電压測定

離

⑵各々のボデー側コネクタ間で導通点検

基準値
アクセルを踏んだ時 アクセルを離した時

バッテリ電圧 〇ソ

基準値 導通あり

⑭

@)

(&)

8 7 6

18 17 16

5

1514 13

4

12

3

II
2

9

1
3 2

8 7 6

18 17 16

5

15 14 13

4

12

3

11

2

10 9

V
0

# 备

5丁 一 193

くアクセル開度5西〉 5了 一 195

(1)巳(：11のコネクタ尸48を結合したまま，テスタ棒の㊉側（3)卩4のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート

を端子3，㊀側ボデーアース 

(2) 10 3界〇Xでアクセルを踏みながら電圧測定

していないか導通点検

基準値 導通なし

基準値
アクセルを踏んだ時 アクセルを離した時

バッテリ電圧 0 V
3 2

㊇

㊀㊉

51—196

@)
くアクセル開度5育〉

8 7 6 5 1 1 4 3 2 1

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9
叮一194

1 @)

3 2

8 7 6 5 1 1 4 3 2 1

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 5丁一198

(1) 辽011のコネクタド48，アクセル開度8界のコネクタ孖 

4分離

(2) 各々のボデー側コネクタ間で導通点検

基準値 導通あり
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⑶孖4のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

⑭

31—197

⑷卩4のボデー側コネクタの端子1とボデー間の導通点 

検

基準値 導通なし

基準値 導通あり

アクセル5评，
タイミング点移

基驾

アクセル5评が〇になつてから
！ 4鍵値 アクセル開度5育が0「ドになる

(下表參照）

アクセル 
(端子⑩，8311

〇ソ

十8311
アクセル

(端子④)
0\/個

1
看11

アクセル51111 〇ド卩

11

1 士アクセル開度!
- 7111I-------^—-------- ^

全閉 全開 
アクセル開度

57—202

くアクセル5西〉
(アクセル開度3西)

くアクセル開度5西〉

31*2 (@)

アクセル開度3界のコネクタド4分離 

3评側のコネクタの端子1〜3にテスタ棒セット 

アクセルを踏み込みながら導通点検

アクセルを踏込み時 アクセノレを離した時

導通なし 導通あり

(^) 8

18 17

6
16

(アクセル3评）
㊀

\

㉘

8 7 6 5 I 1 4 3 2 1

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

5丁 一 201

外したコネクタは元通り接続

601；のコネクタ卩48を結合したまま，2個のテスタを 

セット

テスタ棒の㊉側を端子10，㊀側ボデーアース 

テスタ棒の㊉側を端子3，㊀側ボデーアース 

10 5\^ でアクセルを徐々に踏み込んでいきなが

ら3界の動作順序を点検

アクセル開度5西作動

5 1 1 4 3 2 1
[2! 14 13 12 11 10 9

！
㊉

アクセル3禪のコネクタ尸4分離

側のコネクタの端子1〜2にテスタ棒セット 

アクセルを踏み込みながら導通点検

アクセルを踏んだ時

( 2〜6關)
アクセルを離した時

導通なし 導通あり

ラブルコードに基づく点検 ラブルコード31

\―

/ 
\/
 
\—

/

1
2
 
3

/
—

\ 
/

—

\ 
/

—

\

〇

 

^ 
①
②
3

\—

/ 
-

-
- 
\/

12
 
3

ノ̂
\ 
-

-
-

/
^
\

丨
痛
—
麵基
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード33

トラブルコード33車速センサ信号系

診断内容---------------------------------------------- 不具合現象----------------------------------------------

翁車速センサ信号系の断線，ショート 

鲁車速センサ不良

籲アクセル開放で楕行したとき，エンジン回転数が 

18501^111未満になるまでクラツチが切れない。

点検手順

回路図

8 7 6 5 4 3 2 1
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33

E¢)L)への入力信号電圧

23 22 21 20 19
30 29 28 27 26 25 24

0—卜〆丨一 -8 7 6 5 4 3 1士
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

六し8丨 一 23 22 21 20 19
30 29 28 27 26 25 24

(1) 車体をリフトアップ

(2) 远011のコネクタを結合したまま，端子⑧にオシロ 
スコープの㊉側プローブ，アースリードはボディー 

アースする

(3) エンジン始動，〇レンジでタイヤを回転させ，そ 

のときの出力波形を測定

(1) 丑〇玎のコネクタを取り外す

(2) 車速センサのコネクタを取り外す

(3) 双方のボディー側のコネクタ端子間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値
㉖〜巳 導通あり
⑧〜八 導通あり

㉖及び⑧〜〇 導通なし::’二广:.…フリ.巧惡心.15311—
こ;':.:パ...こ.:..：^

, 入，、，，ノ # - ；： V： # --

:.3祕き..纏漏纏::-；：；：：：
嫌...よ?!<11；::

\-つ.. ：-：：：：，：：：ぼ：51！ゴ^?#し:

も一^1*1
を

巧.；”
:ヒ:::ぞ，

-.—二

,，::::こ.：.

…-:二-.癧籲0 ，籲.
.3 -

(4) 丑01；のコネクタを結合したまま，端子㉖にオシロ 
スコープの㊉側プローブ，アースリードはボディー 

アースする

(5) エンジン始動，〇レンジでタイヤを回転させ，そ 

のときの出力波形を測定
で

23 22 21 20 19
30 29 28 27 26 25 24

-8 7 6 5 4 3 2 1
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

(4)丑011コネクタの端子とボディー間でショートして 

いないか導通点検

コネクタふターミナル 基準値
㉖〜ボディー 導通なし
⑧〜ボディー 導通なし
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード34

ラブルコード34クラッチコイル回路系

—診断内容-------------------------
⑩クラッチコイル回路の断線またはショート 

费ブラシホルダ不良
鲁 ~ 9

^電磁クラッチ本体不良

——不具合現象
癱発進できない 
癱エンジン吹き上がる 

籲セレクトできない

推疋故卩早部位，内谷- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 一一一 ----------------------------------------------------------------- -- - - - - -… - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

鲁ブラシ〜スリップリング部……油もれ，水浸入による導通不良，異物によるショート，ブラシスプリング押し

つけ力低下による導通不良，ブラシ偏摩耗により導通不良

籲クラッチ..........................................クラッチコイル絶縁不良，導通不良（温度により正常になったり，切れたり，

ショートしたりする場合がある）

⑩ハーネス，コネクタ................... 端子のへたりによるコネクタ部接触不良

点検手順
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ラブルコードに基づく点検 トラブルコード34

回 路 図

電磁クラッチ

〇 1
〇
む 〇

しV

0… 0^
16 12 12 4

17 13 13 5

〇会マ
〇
姿01

〇会マ
〇
01

バン トラック

巳0 V 丁
E^^

19

24

20

25

(&)

(§2) @)

0

(§2)
〔トラック〕

㉘

禱

2^0

1 2 3 1 1 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13 14

1 1 1 2

3 4 5 6

4 X 3 2 7)
12 11 10 9 8 7 6

〔バン-トライ〕

續〇
1 2 3 4 5 1—1 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

2^0 1 2 3 1 1 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13 14

51—210
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード34

E^リコネクタ ）
1ド. 6接続コネクタ 1端子点検

ブラシホルダコネクタ】

く E^LIコネクタ〉

(1 2 .3 又 4 5〉

6 7 8 9 10 11 12

5丁 一 211

くド，闩接続コネクタ〉

〔トラック〕

4^0 1 2 3 1~1 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13 14

2\^0 3 4 5
2
6

〔バン.トライ〕

4^0
〔8 7 6 5 1 1 4 3 2 7^)
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

2^0
1 2 3 I~1 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13 14

37—212

くブラシホルダコネクタ〉

(1)迟〇じコネクタ，接続コネクタ，ブラシホルダコ 

ネクタのメスコネクタ側のクラッチ回路端子のピン 

の開き具合を目視点検

正常 開いた状態
11 一1 グ 7-―

基準 I
1

^ 4 -

51-214

(2)各々のコネクタのクラッチ回路端子のオス側と同じ 

ものを用意してメス側に差し込み，引き抜きカチェ

51-215

2 ブラシ点検

くブラシホルダ取外い

ック

他の端子と比べて 

基準著しく引き抜き力 

に差がないこと

31-216

(1) ブラシホルダのコネクタ分離

(2) エアクリーナステーよりコネクタ分離

(3) ブラシホルダを固定しているスクリュ2本外し

⑷ブラシホルダを少し左に寄せながら後下方に引き出 

す。

ケースよりブラシホルダを引き出す時ブラシを折らない 

よう注意する。
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ラブルコードに基づく点検 ラブルコード34

くブラシホルダ点検〉

(1)ブラシホルダのナツトにゆるみ等がないことを点 

検。コネクタとブラシ，およびブラケット間の導通 

点検

基準
コネクタとブラシ

ノ

ブラシとブラケッ

卜およびコネクタ

とブラケット

導通あり 導通なし

注意
ブラシにテスタ棒を当てる時はサイド面に当てること

㊃

2
公

像く
0

2 3)

@)

3丁一217

(2)ブラシの点検

基準

①ブラシ先端の摺動部に傷のないこと，

および油，水等の付着がないこと 0

② ブラシが摩耗限界まで充分に残って 

いること
③ ブラシに摩耗粉が著しく付着してい

ないこと
④ ブラシに引掛かりがなく摺動するこ 

と

摩耗限度マーク

31—218

⑶ハーネスの目視点検

ハーネスの上図の部分に傷，かみ込み跡，芯線の露 

出等のないこと

3^219

クラッチ回路電流.電圧測定

ボデーハーネス
㊉しV

闩㈧

ブラシホルダ 
コネクタ
㊉

㊀

㊀八㊉

㊀

517-220

(1)図のように配線し，電流.電压測定

基準値
(1^レンジ.アイ 

ドリング時）

電流 約一55⑺八

電圧 6〜8 V

基準値に入らないとき

電 流〇八 回路断線，またはボデー

電 圧〇ソ ハーネス㊀側ショート

電 流一120阳八
上記以外でショート

電 圧〇ソ
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ブラシホルダのコネクタ只47分離 

ブラシホルダ側のコネクタ端子間の導通点検 

ブラシホルダ側のコネクタ端子とボデー間でショー 

卜していないか導通点検

1147コネクタのメス端子にテスタ棒で直接触れてはいけな 

い。必ずオスピンを差し込んでテスタを使用する。

(4) 各々のボデー側コネクタの端子間で導通点検

(5) 卩84のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

(&)

5
12

4 3 2
111101 9丨8丨7丨6丨

气11
5丁 一 223

痛㊃

3 丁—224

⑵図のように配線し，電流.電压測定

春基準値に入らないとき

51—222

(1) 迟011のコネクタド84,ブラシホルダのコネクタ1147分 

離

(2) 各々のボデー側コネクタの端子間で導通点検

⑶ド84のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

ブラシホルダコネクタ〜電磁クラッチ間 
導通点検

4 日〇リ〜ブラシホルダ間ハーネス点検

基準値 電流 0,2〜0,3八
(0レンジ.アイ

ドリング時） 電圧 0.7〜2, コネクタみターミナル 基準値

ド84— 1〜闩47—1
導通あり

ド84—6〜卩47-1

ド84— 1〜ボデー
導通なし

ド84—6〜ボデー

コネクタ6ターミナル 基準値

ド84— 2〜卩47— 2
導通あり

ド84— 7〜闩47― 2

ド84— 2〜ボデー
導通なし

「84—7〜ボデー

電流0八

電圧10 V以上

ブラシホルダ〜クラッチ部

断線

電流0八

電压〇 V
㊉側回路ショート，または過去 

に㊉側シヨートにより£0り破損

電流一55阳八

電压6^〜^

インヒビタ5西系不良，または 

イグニッションパルス系不良

電流0,3八以下

電圧3 V以下

ブラシホルダ〜クラッチ部 

㊀側ショート

電流0,3八以下

電圧3 V以上

ボデーハーネス部9側

ショート

トラブルコードに基づく点検 トラブルコード34

注意

\
—

/ 
\~

/ 
\

—

/

1
2
 
3

/
---

- 
/
--
-
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード34

㊀八㊉

V

コネクタ8¢ターミナル 基準値.
「47— 1〜^47— 2 導通あり

ド47— 1〜ボデー

導通なし
ド47 — 2〜ボデー

〈参考〉
蔑ブラシ〜スリップリング間の接触抵抗は不安定なので 

テスタでは正しい値が得られないことが多い。

定
電
流
電
源
 

丄
 1

X
-

1
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トラブルコードに基づく点検一ートラブルコード36

〔 トラブルコード36アイドルアップ要求信号系〕

ロタ断内0 不具合現象------------------------------------

鲁了ィドルアツプ要求信号系の断線，ショート 

像アイドルアツブソレノイドの不良

籲处8作動時のベルトスリップ

点検手順
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード36

回 路 1^ 國1 圓国 -圓 圓圓1 "圓！画旧…“麵垂 ~麵画 队"麵1！ 、画.！！国



トラブルコードに基づく点検一-トラブルコード36

3 ^011^ - ^1，八已3間のハーネス点検

⑴各コントロールユニットのコネクタを外す 

⑵丑〇冗丑。1；の⑤番端子と£№1远。玎の⑨香端子 

間の導通を点検

コネクタ8^ターミナル 基準値
⑤〜⑨ 導通あり

⑶丑011の⑤#端子と八63丑011の⑮番端子間 

の導通を点検

コネクタ6ターミナル 基準値
⑤〜⑮ 導通あり

⑷丑0^迟017の⑤番端子とボディーショートを点検

コネクタみターミナル 基準値
⑤〜ホデイー 導通あり

4 日1\^丨日〇リの点検

丑〇^丁丑011と八88丑〇!；のコネクタを取り外し, 

1(^—3贾〇〜で瓦〇冗丑011⑤#端子の電圧を測定

コネクタふターミナル 基準値
⑤〜ボディー 12ソ

5 日〇ソ丁已〇じの;^検

八33远011のコネクタのみを取り外し，10尺一

8%01^で丑0\^丑じじ⑤番端子の電圧を測定する

コネクタふターミナル 基準値
⑤〜ボディー 12ソ

6 八83日〇リの点検

全てのコネクタを取付け，10：^ — 8界〇 

丑〇!；⑤番端子の電圧を測定する’

コネクタふターミナル 基準値
⑤〜ボティー 12ソ

7 日〇バ日。リの点検

(1)全てのコネクタを取付ける 

⑵“エンジン始動後，1回目の発進時に車速6 

ヒとなると，一度だけ八68作動信号が〇汉一〇ド卩する” 

事を利用して,巵〇又丁瓦01；の⑤#端子の電圧を， 

处8作動中に測定する（ブレーキを軽く踏みながら 

測定すること）

コネクタ6ターミナル 基準値
⑤〜ボディー 〇ソ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード37

トラブルコード37 〇5ソレノイド系

診断内容------------------------------------ 不具合現象

癱〇8ソレノイド系の断線，ショート 鲁〇8レンジに切り替わらない，あるいは，レンジ

鲁〇3ソレノイドの不良 のまま

点検手順

回路図
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード37

(1)丑011コネクタと〇8ソレノイドコネクタを分離 

⑵各々のボディー側のコネクタ端子間で導通点検

コネクタみターミナル 基準値
8〜⑯ 導通あり

(3)丑01；コネクタ端子とボディー間でショートしてレ 

ないか導通点検

コネクタ孓ターミナル 基準値
⑯〜ボディー 導通あり

(1) ソレノイドのコネクタを分離

(2) ソレノイドターミナル間の抵抗測定

コネクタふターミナル 基準値
八〜8 約30

(3)ソレノイドターミナルとボディー間でショートし 

ていないか点検

コネクタふターミナル 基準値
八，8〜ボディー 導通なし

8 7 6 5 4 3 2 1
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

(1) ソレノイドのコネクタを外す

(2) ソレノイドのボディー側のコネクタの端子と，ボ 

デイー間で電圧測定

コネクタふターミナル 基準値
八〜ボア' イー 12ソ

(1)丑〇玎コネクタ，〇8ソレノイドコネクタを結合し 

たまま，⑯番端子にテスタ棒の㊉側，〇側をボディ 

ーアースする

⑵〇3レンジにセレクトしたときの電圧を測定する

コネクタ81ターミナル 基準値
⑯〜ボア‘イー 〇ソ

(3) レンジ以外にセレクトしたときの電圧を測定する

コネクタふターミナル 基準値
⑯〜ボティー 12ソ
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トフブルコード45ブレーキ信号系

トフブルコードに基づく点検ー トフブルコード45

点検手順
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トラブルコードに基づぐ吉検 トフブルコード45

ストップランプの点検

ストップランプの点灯/消灯を点検

签移：：無 へ:，-，アム.ム,，V 
く.:着:.Vふ，.，入V:好從％:::::

着.ソノ.'

ブレーキ踏込み時 点灯

ブレーキ開放時 消灯

2 £0じ〜ストップランプ3西ハーネスの
点検

㊀ソ细

8 7 6 5 4 3 2 1
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

(1) 10 8界0ドぞ

(2) 丑01118極コネクタ分離 

⑶10 8界〇が

(4)車体側コネクタ⑫端子〜ボディー間電圧を測定

：ぺ，：‘讲：，:.:ベ.:.初
機:％:激:ゾ

纖繼袭

馨馨籲謬藤癱麄癱參4麄麄參#雜

欲％欲:::::欲
.7二-.-.7.，.V‘、V奪％,凝纖獲鲁#參拳9曠馨霸馨馨霸讎繼曝#

::濟适:::潘 
:游痒::::欲

曹#痛讎き齡藝馨馨讎霸奉攀攀（
，,:ノふ.ノノノ...？ム..％‘,

麵鐵媒
\%\\\\\\\\\\\\\

凝::::::猫敌

丨ブレーキ踏込み時
義

:.
バッテリ電圧

毅猫娜: 

凝:織齡 
鐵鐵毅

丨ブレーキ開放時
1

0ソ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード53

トラブルコード53 00スティック検出

-—諺断内容一

翁連続ストール状態の検出

点検手順

——推定原因--------------------------
癱シフトコントロールバルブの〇〇スティック 

擊長時間のストール
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サービスコードに基づく点検

⑸サービスコードに基づく点検

サービスコード51 ストール時のクラッチ保護制御作動 ？ 52

サービスコード52 クラッチ高温時の保護制御作動 卩53

く注意〉

このサービスコードは，クラッチを保護する為の制御が作動した履歴を表示するものです。従って，このコ 

ードがメモリされていたとしても，即故障が発生したとは判断しないで下さい。

(お客様の運転状態により，作動することがあります。）
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サービスコードに基づく点検ーサービスコード51

検出内容--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------―丨〇 へ ——作動推定原因一一------------------------------------------------------------------------------------------------------------ -------------------------------------------------------------------------------------

參. -. 一、., 嬸 参:拳鲁 籲. 秦

癱連続ストール状態の検出 鲁長時間のストール

離，.. .，し 聲,1. 籲一 春螬

籲シフトコントロールバルブの〇〇スティック

確認手順
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サービスコードに基づく点検 ^—ヒスコード52

〔サービスコード52クラッチ高温時の保護制御作動〕

診断内谷 ^—不具合現象--------------------------------------------

鲁クラッチ高温状態の検出 籲過負荷での運転，長時間のストール
鲁シフトコントロールバルブの〇〇ステイツク

籲クラッチ出力回路系の不良

点検手順
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セレクトモニタによる点検

(6)セレクトモニターによる点検.機能概要

セレクトモニタ（略称： 3 31\〇は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用できる。

尸モード 入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ、信号系統の断線、シ 

ヨート、センサ類の特性異常が判別できる。

ド八モード 入力、出力信号の0N/0FFと動作状態がのし丑〇の点灯により判別できる。

ド8モード リードメモリのトラブルコードを数字と略称で表示する。

ド0モード リードメモリ内のメモリコードをクリアできる。

セレクトモニタ機能の「ド」モードにより，センサ，アクチユエータの特性を測定して基準データと比軽し，不具 

合原因となっている項目を点検。

一診断内容--------------------------

センサまたはアクチュエータ系の特性異常

—不具合現象-----------------------------------

罄リードメモリの点検でトラブルコードが出ず，ま 

た，現在，過去において，不具合が発生している
場合 —— . ’

点検手順
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セレクトモニタによる点検------- ド〇 0

圓ドモード

フアンクシヨンコード表示 入力，出力信号 
測定項目

表示内容
コードN0. 略称

ド00 丫 年式表;^ モニタ接続時、該当する年式を表示

ド02 車速（以/ヒ） 丑011に入力されている車速を表不（マイル表不）

「03 車速（111ル） 兄011に入力されている車速を表示

「04 ど尺已ソ エンジン回転数（叩111) 瓦〇1)に入力されているエンジン回転数を表示

厂05 1 001し クフッチコイル指不電流(ん クラッチコイノレへの出力指示電流を表示

厂06 以丁丨〇㈤ 変速比
エンジン回転数と車速から算出された変速比を表示 

(但し停止時は2.50を表示）

厂07 1 。し丁〇㈠ クラッチコイル実電流(八） クラッチコイルに流れている実電流を表示

〔「0 0 年—式（丫[八卩)
——測定条件

10 8界が01^の時

—基 準

ぐ表示内容ン 
‘似車

値

1993 屮〇〇)

噩80車

1993 ⑻〇)

1^30

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——ド0 3,「0 4

—測定条件----------------------------------
車体をリフトアップした後、エンジンを始動し、ギ 

ヤを入れて、スピードメータが40ぃ1ルを示すまでア 

クセルを踏込む。

—基 準 値---------------------------
く表示例〉-------------------------------------------------------

ソ5？ げ〇 3)

40レ⑺/卜

スピードメータ表示と351^表示を比較
値]指示値の差：土丨0%マ

基準値外の時の点検

0=^0 4〔 エンジン回転数
一測定条件--------------------
エンジン回転数を一定にして測定する

注意

エンジン回転数は6400113111を超えないこと

—基 準 値-----------------------------
く表示例〉------------------------------------------ -

EF¢E V (厂04)

8 0 0广口⑴

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 一—「05

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検—「06

基準値外のときの点検
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クラッチコイル実電流（〇し丁〇㈠) )

セレクトモニタによる点検——「07

一測定条件------------------------

リフトアップして0レンジ401^/ヒで走行

基準 値

基準値
キャブ車： 2,2八 

1715。車: 2,3八

〈表示例〉’

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——"ド八モード

Iド八モード

ファンクションコード表示 1 1—1^312- 〇 点検項目内容 
信号名称

脅， ^

コード1^1〇. 略称
し日〇番ラ し日〇点灯条件

ド八〇

1 FNレンジスイッチ ？または忖レンジ時点灯

闩 2 抆レンジスイツチ IIレンジ時点灯

0 3 〇レンジスイッチ 〇レンジ時点灯

03 4 08レンジスイッチ 03レンジ時点灯

80 6 ブレーキスイッチ. ブレーキ踏み込み時点灯

八〇 7 エアコン信号. エアコン作動時点灯

八〇 8 アクセル開度スイッチ アクセル開度浅時点灯

9 アクセルスイッチ アクセル開放時点灯

八8 1 ^8作動信号 仙8作動時点灯（处8車）

卩八2
〇し 1 クラッチ信号出力

エンジン回転時，アクセル開放，〇レンジセレクト時0.6

秒後点灯（N80車）

50 2 〇3ソレノイド出力 〇8レンジにセレクト時点灯

旧 3 アイドルアップ要求出力 アイドルアツブ時点灯（处8車）

〔「八。I スイツチ1(5^1)

表示内容

し日〇付〇. 信号 名 記号

1 卩，レンジスイッチ

2 卩レンジスイッチ 只

.3 13レンジスイッチ 0

4 〇5レンジスイッチ 〇5

5
6 ブレーキスイッチ 6^

7 エアコン信号 八(：

8 アクセル開度スイッチ

9 アクセルスイッチ 八5

10

只 0 05 ―

巳！^ 八〇 八〇 八5 —

—基 準 値------------------------

鲁？、レンジセレクト時：N0.11^：0点灯 

？、Xレンジ以外の時：N0.11^0消灯 

#11レンジセレクト時：N0. 2し圮〇消灯 

IIレンジ以外の時：N0.2 1^：0消灯 

#0レンジセレクト時：N0.31^0点灯 

0レンジ以外の時：N0. 3 1^：0消灯 

#〇8レンジセレクト時：价)，41^：0点灯 

仏レンジ以外の時：N0,4し丑〇消灯 

籲ブレーキ踏込時：N0.61^0点灯 

ブレーキ開放時：N0. 61^0消灯 

籲エアコンが〇1^の時：N0. 71^0点灯 

エアコンが〇ドドの時：N0. 7し迟〇ネ肖灯

鲁アクセル開度浅い時：N0.81^0点灯 

アクセル全開時：N0.8し迟〇消灯 

春アクセル開放時：恥91^0点灯 

アクセル踏込時：N0. 91^：0消灯
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セレクトモニタによる点検 厂八1

〇 路 図

(&)
アクセル開度^ 

アクセノレ3㈧ ^卜

2

3

1

インヒビタ5评

？ 只 1\1 0 〇5

(5

(5

)

(:)

〇

6 <1) 1 (:)
(！)

㉞

2

3

4

5

12

㉘

ストップランプ3…
〇

〇

バツテリ

マグネットクラッチ

巳1^户卜巳〇じ

コンブレッサ
マグネット
リレー

メインリレー

エアコン5西

4 1 3

1
1 卜

卜 1

(^06)

㉘

10

3

11

13

9

14

1

12

巳0 V 丁 
已0じ

5丁 一 226
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セレクトモニタによる点検——ド八1モード

已0 V丁 
日0 1)

〔卩八1】 スイッチ2 (3\^2)

点検手順
1^01^〇. 信号名 記号

1 八88作動信号 八8
2 —

3 —

4 —

5 —

6

7 —

8 —

9 —

10

——し日〇点灯条件---------------------------
处8作動時（ポンプモータリレー01^時）点灯 

(^8付車のみ）

------ 確認方法---------------------------------------------
『エンジン始動後一回目の発進時車速6ヒ/11に達する 

と一度だけ〇ドドする』ことを確認する。

(仙3システムチエツク時のリレーテスト動作を利用 

する）

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

路回
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セレクトモニタによる点検——卩八3

16

17

18

2

1

〇3レンジ切換 
ソレノイド

八83

日/6
£011

㊃

(^90)

電磁クラッチ

卩八2 ]一^^^ スイッチ3 (3^3) )

診断内容
1^0 N0. 信号名 記号

1 クラッチ信号（N30のみ）出力 0し

2 〇3ソレノイド出力 30

3 アイドルアップ要求出力 旧

4 —

——基 準 値------------------------------
春1^30車で，エンジン回転中アクセル開放状態で 

〇レンジセレクト時約0.6秒後：N0.11^0点灯 

〇レンジ以外の時 ：N0.11^0消灯

#1)3レンジセレクト時：N¢>.2 1^51)点灯 

〇3レンジ以外の時 ：N0.21^0消灯 

離人38車で

アイドルアツブ要求時：N0.3 1^0点灯 

上記以外 ：N0.3 1^0消灯
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セレクトモニタによる点検 ド已&ド〇モード

IIド日么卩〇モード

ファンクションコード表示
測定項目 表示内容

コード问〇. 略称

尸已〇 01八(3, IV！ 自己診断機能 メモリされた過去の故障箇所を表示

F^2 3已1^丨0巳 制御作動履歴読み出し クラッチ保護制御の作動履歴を表示

「〇〇 — メモリクリア メモリされたコードを消去

トラブル

コード
入出カセンサ名称 略称

トラブル

コード
入出カセンサ名称 ~略标

17 レンジ8…系複数入力 西一〇问 36 アイドルアップ要求信号系 10しじ卩

31 ァクセル8…またはァクセル開度8… 37 〇3ソレノイド系 0330し

33 車速センサ系 45 ブレーキスイツチ系 巳闩ド

34 クラッチ回路図 〇し丁〇㈠ 53 00ステイツク検出 〇03丁

サービスコード 内 容 略称

51 クラッチ保護制御作動 3丁八しし

52 クラッチ咼温時制御作動 丁巳，
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不具合現象に基づく点検

⑺不具合現象に基づく点検
鲁 ，看， 參 —

エンジン始動後も〇しリ丁〇㈠TEIVIFランプが消灯しない
V

？ 66
看，

|\|または卩レンジでスタータが回らない
V

^ 68

方.參 ， 嫌 - - , ,^參 警 - - -.

厂 -------- ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 国国 11 ^ 国国国麵瞧（国国睡晒"細— 11,11 ―― -1 -1

発進しない
V

？ 72
%

クリープする
V- ^

卩76

セレクト操作性不良
V- , -,

卩78

「 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

変速不良
V

？ 80

走行中エンジン回転吹上がる
V

？ 82
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イグナイタ
@)

㊃
1 2
3 4

@)

(5 4 又 3 2
12 11 10 9 8 7 6

注意 イグニッションノ、。ルスは筒圧のため点検

するときは注意するこ.と。

51—228

不具合現象に基づく点検 エンジン始動後も〇しリ丁(:㈠丁巳从卩ランプが^肖灯しなし

^ンジン始動後も0しリ丁0^1 丁日1\^ランプが消灯しない

——診断内容------------ ------------------------ ——不具合現象------------------------------------
鲁ハーネス、コネクタ不良 鲁発進できない
籲イグニッシヨンパルス系のトラブル 籲エンジン回転数を検出できない

籲点火系:の不良

#瓦(：1；不良

点検手順
始動
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不具合現象に基づく点検 エンジン始動後も〇しリ丁〇㈠ランブが消灯しなI

故障履歴確認

セレクトモニタ，またはチェックランプ(〇乙じ丁〇幵 

ランプ）で故障履歴を確認する。

^故障履歴読み出しの項参照（ド20)

ど(:リへの入力信号電圧測定

(1)瓦011のコネクタド84を結合したまま，端子3にオシロ 
スコープの㊉側プローブ，㊀側ボデーアース 

⑵エンジン始動

⑶アイドリング時の出力波形測定

I

綱
約12ゾ 約12ゾ

1—
約101115

5 丁一230

日〇リ〜イグニッシヨンコイル間の 
ハーネス.コネクタ点検

㉚

@)

4 又 3 2 1、

12 11 10 9 8 7 6

3丁 一 231

(1) 迟(：じのコネクタ卩84,イグナイタのコネクタ1141分離

(2) 各々のボデー側コネクタ端子間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

ド84― 3〜闩41- 2 導通あり

㊃
「

1
3 4

5^232

(3) 1141のボデー側コネクタの端子2とボデー間でショ 

卜していないか導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

「41— 2〜ボデー 導通なし
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回路図

インヒビタ^V

0, 〇5 ㈧

9 VI
0 0

@)

1 2 3 4.
5 6 7 8
9 10 11 12

0

不具合現象に基づく点検 IV！または卩レンジでスタータが回らなI

1\1または卩レンジでスタータが回らない

—診断内容——
鲁インヒビタ3评不良 

籲ハ^ー ネス不良
鲁インヒビタ8界調整位置不良

不具合現象
Xまたは？レンジにしてもスタータモータは、回 

らない

注意
付、検牛 順---------------------------------------- —一-----------------------
Iバッテリの電圧および比重は点検し充分であることを最初に確認する

セレクトケ-ブルの調整漏の点検
(基本点検N2参照）

0 X

1 インヒビタスイッチ回路点検

0ド

2
イグニションスイッチ〜スタ—夕間，バツテ1)

〜スタータ間の導通点検

〇沁

3
イグニシヨンスイツチ
^スタータ点検

0ド

終 了

N(5

N6

N6

N6

@)
し8

〇
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不具合現象に基づく点検 IV！または卩レンジでスタータが回らなし
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不具合現象に基づく点検 または卩レンジでスタータが回らなV

イグニッシヨン5:，スタータ点検

(1) 10 5^ 〇孖ドで3巩のコネクタド12分離

(2) 10 8评を3丁八11丁に回し，^V側コネクタ端子間の導 

通点検

コネクタ汝ターミナル 基準値

ド12—1〜ド12—3 導通あり

〇 〇 1 1
16 5

00 8 一
~

00 10 一X0 了 一 了
0〇 X 六 —

〇 只 一

5丁一 240

(3)スタータを図のように結線し8评を入れる。

基準値
マグネット5…:テスタにバッテリ電压

スタータモータ：回転すること

%端子にバッテリ電圧で，スタータモータが回転しなけ 

ればスタータ不良

注意

この点検は，バッテリ上がり等のトラブルを防ぐため素

早く行う 〇

スイツチ

-バッテリ

37—241
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不具合現象に基づく点検 発進しなI

点検手順
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不具合現象に基づく点検------発進しなぃ

#参考事例

N0. 推定原因および故障現象 対策処置

セレクトケーブルの調整不良

1
，各走行レンジ（0，0、11)にてガタの範囲内で，セレク 

トインジケータランプが消灯し，走行できない。
-ケーブルの点検.調整

士レバーのガタ内でランプが消灯しないこと

アクセル3界の異常（アクセル3墀01^のままの状態）

2
-エンジン始動後，発進しない。ただし，エンジン空吹かし 

でアクセル開度3界が作動した場合，フェイルセーフモー 

ドとなるため，走行レンジでエンジン回転が1350卬爪以上 

になると発進可能となる。

-アクセル3界の点検 

-アクセル3界の機能点検 

-アクセル8界のカム調整

-五01；までのハーネス点検

^アクセル3'^の交換

デイストリビュータ不良（取付け不良）：キャブレータ車

3 -エンジン回転バラツキ，ギクシャク感伴なう。 -デイストリビュータ点検 

々デイストリビュータ交換

エンジンアース不良出％?丨車）

4 -エンジン回転バラツキ，ギクシャク感伴なう。 -取付不良，錡等による浮きの有無点検 
々アースの再締付け

各コネクタ部接触不良

5

-不具合の発生が連続的に発生する場合もあるし，時々の場 

合もあり，規則的でない。また，車体振動で発生すること 

もある。

〈対象となるコネクタ〉

(1) インヒビタ3界部コネクタ

(2) 汜011のコネクタ

①レンジ信号②10パルス信号③クラッチ回路出力部

(3) エンジンルーム内ブラシホルダコネクタ

-各コネクタの差込み状態点検 

(端子の開き，抜け）

-端子圧着部の断線点検 

士端子の交換

インヒビタ3界の接点不良（接点部ゴミ付着，接点作動不良）
鬌

6
-インヒビタ8狐点検 

士インヒビタ3界交換

7
インヒビタ3界の調整不良

-インヒビタ5狐の取付け調整
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不具合現象に基づく点検----- 発進しなぃ

N0. 推定原因および故障現象 対策処置

8

ブラシホルダ不良春ハーネス断線，かしめ不良，ショート參ブラシ折損籲ブラシ公スリップリング汚れ

(オイル漏れ，水浸入）籲ブラシ先端部異物噛込み，ブラシ摩耗

鲁ブラシホルダ自体が不良の例は少く，クラッチハウジング 

内の切粉（鉄系，アルミ系）がスリップリング，あるいは 

ブラシをショートさせる例や水，オイル漏れによる接触不 

良が多い。

鲁スリップリング，またはブラシのショートの場合，圮〇じの 

損傷を招き，セレクト不能，走行レンジでエンスト発生， 
または空吹かしが起こる。ただし，已011保護機能を持って 

おり，クラッチ回路のショートを検出した時はクラッチが 

継がらなくなる。

亡ブラシホルダ交換 

(ショートの場合を除く）

士オイルシール交換 

(オイル漏れ部）

鲁ハウジンクシール点検.修理 

(水浸入の場合）

春ハウジング内異物除去

9

クラッチトルク容量不足奉クラッチ焼損（パウダ材の磁性が失われる）籲パウダ漏れ，ショート（時々発 

クラッチ不良 進できない例もある）籲クラッチ内へのオイル，水浸入

春容量不足の程度が軽い場合は，クラッチのすべりが多いも 

のの，発進できる場合もあるが，現象は悪化し，最終的に 

は走行不能となる。

籲ストールテストによる容量不足点検

IVクラッチ交換（容量不足の場合）

女オイルシール交換（オイル漏れの場合）

く参考〉クラッチトルク容量不足判定のためのストールテスト実施要領 

セレクトモニタを使用して確認できるが，あくまでも目安である。

鲁セレクトモニタを使用し，走行レンジにてエンジンストールテストを実施し，ストール時の「エンジン回転数」 

を則定する。のストールテスト要領にしたがって実施する） ，

IV130車 ⑽キャブレータ車

標準的なストー

ル回転数

(〇レンジ）
2100±300^〇1 2100 土 3001^)111

交換基準

上記ストール回転数の上限値より大 

幅に越えている時は電磁クラッチを 

父換する。
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不具合現象し基づく点検------ クリ-プする

——診断内容^------------------------------------ ——不具合現象一一---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

春アクセル3界もしくはアクセル開度3评の不良 鲁完全停止の状態から走行レンジにシフトすると、
#£011の不良 ゆつくり動きだす
鲁電磁クラッチ本体不良

鲁電磁クラッチ〜五01；間ハーネスの絶縁不良

点検手順

アクセル5西回路点検 参考 1
N6 アクセル5评，アクセル開度5育，

(？ 28参照） 事例
1

またはハーネス修理.交換

〇沁

1 クラッチ電流測定 参考 0ド
クラツチ交換

事例
2,3

N6

交換

基準値

アクセル開放 
(アクセル5西 〇问）

0.2〜0,3八

アクセル踏み込み 
(アクセル5西 〇ドド）

0』八以上

(1) 331^接続後，エンジン始動

(2) 33^の電源3珂〇队ファンクションモード「ド06 

圮以丁」を入力

(3) ハンドブレーキを確実に引き，エンジンアイドリン 

グ状態でN—0にシフトし，電流測定

基準値] 0.2〜0,3八

⑷（3)の状態からアクセルペダルを少し踏んだり，離し 

た1)しながら電流測定 

(アクセル^Vをさせる）
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不具合現象に基づく点検ークリープする

#参考事例

N0. 推定原因および故障現象 対策処置

1

アクセル3界不良（アグセル3界〇卩ドのまま）

アクセル開放状態でアクセル8禪〇ドド（踏込み状態）とな 

っているため，クリープ現象が発生する。

籲アクセル3界の点検

春アクセル3界の機能点検 

籲迟011までのハーネス点検

2

クラッチ回路マイナス側ショート

ドラッグ電流が多めに流れるためクリープ現象が発生する。 
この時，エンストを伴う場合がある。

鲁クラッチ回路マイナス側ショート

3

電磁クラッチの伝達トルク大

電磁クラッチの単品不良も考えられるが，その場合，ストー 

ル回転数，セレクト操作性等他への影響が確認できる。 

したがって，クリープ現象のみの場合，パウダがなじむまで 

の一時的現象と考えられる。

々単品不良の場合は電磁クラッチ交換 

鲁その他の場合は継続使用



不具合現象に基づく点検——セレクト操作性不良

----------診断内容一一- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ——不具合現象-------------------------------------

鲁ブラシホルダ不良 セレクトレバー動かせない

參レバー5^ケーブルの不良 動きがかたい

鲁電磁クラッチ不良

点検手順

ブラシホルダ点検 N6
ハーネス修理.交換，またはブラシホルダ交換

(トラブルコード34の作業2〜5參照户36)

0^

セレクトケーブル（基本点検912) N6 セレクトレバー，セレクトケーブル
セレクトレバー点検 調整，交換

0^

エンジン停正後操作する
N6 クラッチを取外して点検 N6

(ドリブンメンバが回転するかどうか）

1 (〇^ 1

户レンジでクランキングできるか
9

〇沁

1 N0 トランスミッション八55 丫分解.点検，修理

N1言』、ノぐ乃二5、ノ土、ノ〆マ^ ^ Xみ、 N(5

0^

電磁クラッチ本体交換
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不具合現象に基づく点検——変速不良

変速/良 9

------- 診断内容------------------------------------- ——不具合現象一一一-----------------------------------------------------------------------------------------------------------
（：V 丁フルードレべル異常 ^ローのまま変速しない

籲トフン又ミッションコントロールケーフル 籲発進直後、アクセルを踏込んでも車速がでない
鲁 鲁キックダウンしてもエンジン回転が上がらない

春電磁クラッチ系
鲁キックダウンなくエンジン回転が異常に上昇する

鲁コントロー ルノ くルフ不良 籲オーバレブする

点検手順
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不具合現象に基づく点検——変速不良

20 40 60 80 100
車速（れ/卜）

変速 特性

(1) 回転計なしの車は回転計を運転席から見易い場所に 

設置

(2) 車をリフトアップ（タイヤが空転する程度）

(3) エンジン始動し，セレクトレバーを0,03にシフトし 

て図の変速特性図の中に入っているか確認

1 変速特性確認
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不具合現象に基づく点検一走行中ヱンジン回転吹上がる

——診断内容------------------------------------------ ——不具合現象------------------------------------------
鲁インヒビタ3评不良 籲走行中にエンジン回転が吹き上がる

鲁マニアルリンケージの調整不良またはセレクトケーブル不良

籲クラッチ回路または本体不良

籲コントロールバルブ不良

鲁圮〇じ電源系不良

籲ベル^トスリツプ(金属がこすれ合うような大きな異音がする）

一圓. 1 1,1， 丨國 — -------- 醒圓 こ
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(8)不具合推定箇所一覧表

不具合現象に基づく点検——不具合推定笛所一！!表

不具合現象 故障推定部位，内容
籲

処 置

エンストする
ブレーキ3界系.車速8墀系.五厘朽システム 該—部位の点検’交換

クラッチ温度警報ランプが点 
滅9る

スリップリンダに汚れ付着-クラッチ過熱（ク 

-ラッチ回路抵抗増加）

クラッチ回路の点、検、トランスミッション 
の点検（油もれ等）クラッチを滑らせ 
るような運乾はさける

加速不良

'ストール

テスト

実施

ストール回転高い

一^クラッチトノレク低下

電磁グラッチ八3 3丫点検.交換

ストール回転正常

―プーリ比がオーバードライブ側に

固定になっている

コントロールバルブの点検.交換

ストール回転低い一^エンジントルク

低下^クラッチトルク過大^

エンジンの点検

クラッチ点検，交換

走行レンジにすると突然クラ

ツチがつながりエンスト

クラッチ回路㊀側とボデーアースとのショート クラッチ回路の点検

30わゾわ以上の一定速でエンジ

ン回転ふらつく

クラッチトルクの異常な低下，ピトー圧不良

車速またはスピードメータケーブル不良

クラッチ点検.車速入力波形点検トラ
ンスミツシヨン八337分解.启^検 
スピードメータケーブル点検

10〜201011八でアクセル開放

—踏みこみ時ショック大

最低変速ライン合っていない 最低変速ラインの確認

減速時なかなかクラッチが切

れない

車速信号系不良 車速信号系点検

走行中⑽出/卜〜)アクセル

を開放するとクラッチ切れる

ブレーキ5界系不良 ブレーキ3界系点検

ぐ注記〉^可能性としては低い
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不具合現象に基づく点検——不具合推定箇所一覧表

該当個所が

0：故障している可能性が高い 〇：故障していることがある 八：故障しているときがまれにある

1

/ セ
レ
ク

卜
レ
バ

1
位
置

推定彳固所

セ
レ
ク

卜
ケ

1

ル

=1卜 
ンラ 
トン 

〇 ス
1 2 

ノレツ 
ケシ

1 3
ブン
ル

—=1 ビI电
磁
ク

ツ
チ
回
路

ブ
ラ
シ
ホ
ル
ダ

卜

ン
ス
ツ
シ
3
ン
本
体

車
速
セ
ン
サ
系

アア 
クク 
セセ 
ルル
開5 
度西
3
西
系

イ
ン
ヒ
ビ
夕
5
西
系

巳
0
じ

巳
0
V
丁
フ
ノレ

1
卜，

推定原因 調整不良
調整不良 
ケーフル不良
ライナ劣化

斲線.ショート 
絶縁不良 
ベアリングの口 
7ク，スリップリ 
ング汚れ

絶縁不良/ センサ不良
ハーネス不良

調整不良 
ハーネス不良 
スイツチ不良

調整不良 
ハーネス不良 
スイッチ不良/ 油量不足

スタータが回る 〇
発進しない 〇 ム
発進時エンスト ❹

クラッチがすぐつな

がる
ム 〇 八

発進時ショック大 八 〇 〇
^クリープする

0
ま
た
は

変速しない

し0西のまま
〇

不 アクセルを踏んでも 
変速しない
00のまま

❹ 〇

ストール回転が低い @ 〇
巨 ストール回転が高い 〇

走行中エンジン回亭云 

が吹き上がる
0 ❿ ム 〇

N->Fまたは！^時ギヤ鳴き ❿ 〇
N-0または糊換不能 ❹ 〇 〇

現

車速2(^〇ゾト以下でも

クラッチ切れず
〇

0—05時エンジンブ

レーキ効かず
❹ 〇

(〇5ソレノイド） (

象 〇5 0—05ショック大 〇

0—05時エンジン回

転吹き上がる
〇

0—05切換不能 〇 〇

車が確実に止らない ❹ 〇

？二8切換不能 〇

？レンジ以外にして

も？を解除できない
〇
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クリアメモリ

(9)クリアメモリ

くセレクトモニタを使用しない場合〉

バッテリー端子を外す。または，ヒューズボックス中 

の尺0.14ヒューズを外す。

くセレクトモニタを使用した場合〉

③88]V[のフアンクシヨンコードをモード丨ド001に選

択実行

0 0

④331^[の表示

隨⑽〇阶咖？

0 : ¥£3 1 /N0

の時

0 1 [瓦聊

⑤10洲〇ドをにすればクリアメモリ完了

① セレクトモニタ接続

② 電源を入れ，丑〇でを選択

(ガセット： 498349800)

訄80車

1993 (「00)

1^80 名八哪八〇 E^\^^
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構造，作動

(1)フロントアクスル

八38付車用として，ハウジングにセンサ取付用のボス，およびハブにトーンホイール固定用の穴を設けた 

ものを設定した。

八巳3無車 八巳3付車 八巳8無車 八巳3付車

7\

ヴ

ぐ一

グ
センサ取付用 

ボス
トーンホイール 
固定用穴(4個所)

(2)リヤアクスル

，久83付車用のリヤアクスルシャフトとして，33部にトーンホイールを圧入したものを設定した。

車種 サイズ記号 デファレンシャル側 闩㈠，し㈠の別 識別溝

皿車 79八0

トリポート

1111
伽

1^1

80車
82八0

デフ側79八0

1111
2本

デフロック付車 110 (デフロック） 3本

^3付車

(新設）

跟
2本

八83付車') 
新設

82八0 79八0

リヤアクスルシャフトのねじ径を]^20から]^24に変更。

これに伴い，キャッスルナツ コニカルスプリング，

センターピース，コッタピンを変更した。（全車)
センターピース

ぐ変更後ン ぐ変更前ン

ねじ径 N24 ねじ径 N20

締付トルク 24.0 土 2.01 締付トルク 20.0 土 2.01^-111

注意

キャッスルナツト締付時，ねじ部にグリースを塗布すること。
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